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卵巣広範性浮腫が疑われた小児卵巣茎捻転の１例
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ﾘ,ｌＤＩ１巣裟捻仙<の１例を経験したので,ＩｉＭＩ１ｉするとと

もに，そのIIlli像所),Lについて考察をDⅡえた．

症例

はじめに

小児急性|腹症は新′IＩ児．乳ＭＯＩを除くと多くは

急|‘|;虫飛炎でlliめられるl)．しかし，女ﾘ１１忽性腹

ｌｉｉｉの際には成人ｌＵｌにみられる'１(１１}人科的ﾘｸﾐAliが頻度

こそ11.1iくないものの学if1Ul．),Wf1I1女ﾘ,Lにもみら

れることを念DIiにおく必班がある2)．特に卵巣搭

捻'Ⅲ<は想激なｉｉｌｉ化滞りlii)|ﾉ(を１１｝し,芯(Ｉｉﾉ|;｣｣１１１i炎などⅢ

他の急性1ⅡIｿ１１ｉとの錨111'1が必|災となる(1)．ljIIM喋捻

'胸<の多くはDI1L1LlllK傷などのＨＷｉ的疾juAを１１２うが．

J|ﾐﾙ､ｿ馴刈l1DlL農|念'１吐はNiである`L5)．

今'１１１．われわれはjjllDI(広ＩｉｔＷｌＨ浮111Kが鮭われた小

１，i：例：９)MIiill・次ﾘと

胱往llif：AWi;文iIIiiU､にて､１１院小川:|〕山院１１１

呪病歴：、|え成13ｲ|ﾐ８）１２８１１，突然のIf11H部病なら

びにⅡｌｌＭ１１ｌ:が,'１１U,1．発熱も｢|;っていた．』臘日．』〔医

を受診しＩﾉ､1服!'kを処〃されりⅡ比したが，椛状がIliモ

快しないため，ｌ１ｉＩＩｌ３１１１，、'11塊小児科を受診，

CT検iIfで「１１浬(ljにＩ１ｉ１ｌＭ険'1ﾄｼﾞが腿められたため．

､'1科にIhiFl､醗芯(人'1)ﾋﾞとなった．

原稿受付|｜：２０()3<'１４１１２１１，１１縦受１，１１１：2003ｲ1：５１１７，

別Ill1Ii;ＩＩｆ求先：〒224-85()３横浜lli部筑|〉｡i脇ケl11ilfllTill災3５－１

１Ｗﾄﾞ||人'ｻﾞ:椣浜,|i｣上部病院こどもセンター 杉111彩り〔
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D,lﾘ１１:：体}}1,137.9℃，ノ,ミト'１酬lを'''心としたlluWIj全

体の11占痂と筋|/klMj御を認めた．

１m液''２化'､)::検介：IHI液検IlfではＷＢＣ10,8()()//４０，

CRP9.8mg/dWと炎１，1;'又応を認めた．

脱Nlj超i1f波検ｆｉ÷：強い腹）,１１のため施行しなかっ

た．

'1喫Hliiii純Ｘ線検代：|ﾘlらかな異ｆＭｉ兇は,ＭＩＩめな

かった．

Ｉ１ｕＮ附盤ＣＴ検ｌｌｆ：`１１１'盤1ﾉﾘに｣雀寓を１１;排する８×

3.5×７cm大のlowdensilymassを,潤めた．｜ﾉﾘNljは

光`ﾉﾐ性で．点状のlowdensityareaを伴っていた

(Fig.1)．

腹(lj`|`|'鵬MRI|炎ｉｌｒ：'|,|,盤lﾉlにＴｌ強,;'１１像で,柵ｷﾞﾄﾅ，

T2強ﾙﾘ像でｌＭｉ)}の人きさ８×４cmの|:IIilIl形ｌ１ｉ瘤

陰影を縄め゛Ｔ２強調|繁では辺縁仁慌５mmの高'１計ナ

spotが多発していた（Fig.2,3)．

入院後経過：イj9I1巣Ｉ鰯裟捻!'域の診I1ji:で．緊急下

術を川“た，

FL術川『!,[l：IflIuilflj横uj1%1で|ﾙ1111Iすると，450度の

捻il藤を１１Kつた11鯛色，Ｆ拳人の/「!】ｎｌＬｌ鵬を認め

た（Fig.4)．／ij1I1災１１'ﾄﾞﾘ冴裟拾'Ⅲiの,珍lWrでｲ｢|､1.11111器

切除」､|力I1il9山'iii切除術を行った．摘ｌｌｌ標本は大

きさ９×６×３cⅡ1,i1tさ１２０９，１１１F猟|ﾉlには擬Inl塊

が光illlliしていた（Fig.5)．

術後絲過は｣ＵⅡ:で，illii後141111で退院となった．

）[)iJ1MllWIli'Ｗ'9)ﾘi･Ｌ,'１１，１Ⅲ，蝋ﾀﾋﾞ成分のみでﾙＫｌ珊lll

胞はI栂められなかった（Fig.6)．

考察

小ﾘILj）'1巣搭捻'|臆は狐度こそ,１．５<ないものの女児

急性11凶ｌｉｉの隙にはwi然，念蚊におくべき疾悠の一

つである6)．／|ﾊﾟﾘ,ii例はｲ｢卵巣11,脇裟捻Ｉ<の診ｌＩｊｉ:で

(｢|､|巾淵切除illiを行ったが，ｿ,)i｣WMMli,惨MIrでは,'I1

Iil・壊ﾀﾋﾟのみで'''1【J鋼||胞は認められず．Jl2Ilili傷|'|；
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Fig.２T1-weighlcdMRimage（I-I()riz()lltal）
ｓｈｏｗｓａｈｉ｣pill-intensilymass

Fig.３T2-weightedMRimage(Sagit[al)ｓｌ]()ws3
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ＭＯＥのll11i像所1,,Ｍ二関する報{!;をみると，

Umesakiら12)はMRIで辺縁に多発|'|;の小鍵胞をl､|く

う､Ｔ１強,iＭ１像で低|（>)，Ｔ２強調像で,｢Ｊ１『;>ﾌﾞな''１K人

した卵巣をその特徴的な所見の一つとして挙げて

いる．特に，辺縁(ｌｊに多発する小獲胞像はＭＯＥ

では糾織`γ:的に蛾ﾀﾄﾙﾄﾞの911巣榊造が保たれている

ことが多いことより7.1())，ＭＯＥのⅢ)iJIIl組織学il9

特徴を反映するl[lli像川｢兄と砦えられる13)．本ﾘ,i；例

では茎捻!仰iによる,rli度なll1流障害のため病理組織

学的にはlIIlnl・壊ﾀﾞIjのみで，MRIでみられた多発

小遥胞像の病理組搬f:的裏付けは↑(ｌＬられなかっ

た．しかし，MRI所兄からはＭ()Ｅが原因で裟捻

Ｉ１ｉＺ<にいたった'１１能性が,]〈唆された．

ＭＯＥは術Ｉ)i診lMi:が|ｲ《|ﾘ１１ﾄﾞなため．多くは付臓|柵

切除を施行されている9)．MOEは111柳障害が改ｌｌド

されれば'ｌＷＬする非11'１i暢性の病変であり，好発ｲ1主

齢が若ｲﾄﾞであることからも、不必要な|､IllrIii器切除

は避けたい山Ｉ)．Guvenalら15)は,超｢！f波検査でIIL流

を観察しながら経過iliM察し，に1然'１Ｗとした例をｆｌｉ

告しており’IHI流が保たれているｈｉ竜例では1Yili1i的

に卵巣のｉＭ「Fをl叉|るべさである．しかし．ＭＯＩ』の

43.8％は搭捻'|鼠を１１くい9)，本症例のように茎捻ｈｉ

による,『i度なIil流隙`!｛；のため，UI1D1Lが完全に壊タピ

に陥ったりiii例では洲仔は/I〈i1J能である．したがっ

て女ﾘ11忽'''1|]笈ｿ11:の診;ＭＩＩの際にはＭ()ＥによるUInlL
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Fig.６HisLologicalexamil]alionrevealedonly
hemorrhageandnccrosis．

jjlDiL茎捻転と牙えられた．

近ｲ1さ，務ｲ１２女性に起こるＪ１：１１１鵬|`|:lﾘｌＤ１４病変とし

て，卵巣広iiiiilVl：刑!|rmassiveovariane(1()'11ａ(以|､、

ＭＯＥ）の､；MIIi例が増！]Ⅱしている．Ｍ()Ｅは卵巣の

lMIに瀞|随W|;変化をきたしJ1ili大する良性の卵巣

'１１K人で，JID1Lの部分的・''１|欠的な捻'|域により起こ

ると琴えられている7)．Kalstoneら8）が1969{１２級

ｉ１ｉして以来，D,l/l§まで901ﾀﾞlIIiIR度が#Ｍｉされてい

る9)．年齢は６～58歳とばらつきがあるものの，

､|A均18歳と比Ｉ佼的:間:ｲＭ４に多くみられる9)．脇ﾙi〈

的には充ﾘﾐ１ＷⅢI巣）１万変との蝿別診111i:は|ｲ《llitとされ

ている'01

本症例はCT検１４iEで小繼１１mを伴う光ｿﾐ性l1iii瘤陰

1杉がlWi出され’MRL険介を施↑Ｌたところ，Ｔ２

強,洲像で１１１m）|W辺縁に高俗ﾄﾉsPotを112う，’1〔I,;号の

充実性腫瘤が1ﾘllI嗽に柵,１１１された．Ｉ[淵｣川LではＤＩＩ

脳はT2強HlM像で,{､ljli了号であるため11)，辺縁の高ＩＲ

Ｉ,｝spotはjjI111uとｇえられた．
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};&Ｉﾙiの'W能Ｉ'|；も念頭にﾄﾞiき，１m流障吉が疑われた

ならば，１１ﾘﾘ1に捻'&〈を解除する必要がある．
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